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１．研究計画の概要 
本研究が対象とする古チベット語文献は、７
－１０世紀に書かれたチベット・ビルマ諸語
の中でも最古の文献群であり、シナ・チベッ
ト語族の解明の基盤となる。本研究では, 

 武内と岩尾が、大英図書館において国際敦
煌学プロジェクトの van Schaik と協議し、
データベースの互換作業を行った。 
（４）データの言語学的分析 (1) 世界各地に分散する古チベット語文献

のテキストデータを網羅したユニオンデー
タベースを構築する、 

 これまで蓄積した言語データを、分担者林
と協力して、チベット・ビルマ諸語と比較の
上、歴史的・社会言語学的バリエーションの
分析を開始した。 

(2) 古チベット語文献を年代・社会言語学的
背景・ジャンルによって分類・記述する、 

 (3) 項目(2)で記した古チベット語の多層性
を考慮しながら言語コーパス（項目(1)）を
言語学的に解析する、の３段階の作業によっ
て、古チベット語の多層的構造と歴史的変化
を分析し、さらに将来の研究の基盤を形成す
ることを目的とする。 

３．現在までの達成度 
 当初研究目標の達成度は、②おおむね順調
に進展している、に区分できる。その理由は、 
 (1）予定していた文書のデータ入力が、順
調に進み、とくに碑文はほぼ網羅的にデータ
ベース化することができた。  
 (2）作成したデータの言語学的分析にもと
づく古チベット語の生成と変成過程につい
て、ある程度の見通しを得ることができた。 

２．研究の進捗状況 
 平成 18 年度から 20 年度は、予定していた
研究実施計画にもとづき以下の作業を行っ
た。  (3）ただ、その細部の解明は、こんごの分

析がひつようである。 （１）ユニオンデータベースのためのプログ
ラムの構築  

４．今後の研究の推進方策  代表者武内と連携研究者星泉および研究
協力者今枝由朗が、紙文書と碑文データベー
スの処理と出版についての協議を東京と神
戸で行った。 

 (1）入力予定の他の古チベット語文書のデ
ータ入力を進める。 
 (2）チベット語文書と関連する、未解読の
シャンシュン語文書も同時にデータベース
化を進める。 

（２）新たなテキストデータの入力作業 
 武内、岩尾、今枝、西田が新たな文書を入
力し、武内、岩尾、西田がテキストの読みを
原物で確認する作業を大英図書館およびフ
ランス国立図書館において行った。碑文につ
いては、網羅的にテキストを入力しデータベ
ース化すると同時に、テキストをモノグラフ
として出版することができた。 

 (3）作成したデータの解析にもとづき、古
チベット語文語の生成過程と変成過程、およ
び口語諸方言と社会言語学的バリエーショ
ン、漢語・コータン語・シャンシュン語など
との言語接触についても分析を進めたい。 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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